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フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー

広
瀬
久
美
子
さ
ん
が
講
演

温
か
な
言
葉
と
心
を
大
切
に

町
生
涯
学
習
推
進
本
部
主
催
の

「
�マ
ナ
ビ
ィ
�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ｉｎ
や

ま
だ
特
別
講
演
会
」
が
六
月
一
日
、

町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

家
庭
教
育
学
級
と
女
性
セ
ミ
ナ
ー
の

合
同
開
講
式
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
同

会
に
は
、
受
講
生
や
一
般
参
加
者
ら

六
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
広
瀬
久
美

子
さ
ん
。「
言
葉
と
心
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

広
瀬
さ
ん
は
、「
患
者
さ
ん
が
お

医
者
さ
ん
の
一
言
で
天
国
へ
も
地
獄

へ
も
行
っ
た
気
持
ち
に
な
る
よ
う
に
、

温
か
な
心
あ
る
言
葉
は
人
生
の
宝
物

で
す
。
例
え
ば
人
に
も
の
を
頼
む
と

き
は
『
す
ま
な
い
け
ど
』『
今
で
な
く

て
も
い
い
か
ら
』、
頼
み
も
の
を
や
っ

て
も
ら
っ
た
後
に
は
『
あ
り
が
と
う
』

『
す
ま
な
い
ね
』
の
一
言
が
大
事
。

最
初
は
口
だ
け
で
も
良
い
の
で
す
。

そ
の
う
ち
に
慣
れ
て
き
て
、
心
が
後

か
ら
付
い
て
く
る
よ
う
に
な
る
ん
で

す
」
と
言
葉
と
心
の
大
切
さ
を
話
し

ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
の
中
で
の
言
葉
に
つ

い
て
「
家
庭
と
い
う
の
は
社
会
の
一

番
小
さ
な
核
で
す
。
夫
婦
あ
る
い
は

親
子
と
い
っ
た
自
分
の
生
活
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
家
族
に
対
し
て
は
、

心
か
ら
の
言
葉
を
使
い
た
い
で
す
ね
。

男
性
・
女
性
と
い
う
物
差
し
、
あ
る

い
は
親
と
い
う
物
差
し
で
測
る
の
で

は
な
く
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
相

手
に
伝
わ
る
言
葉
を
使
っ
て
欲
し
い

で
す
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
何
歳
に
な
っ
て
も
『
今

が
一
番
幸
せ
で
す
』
と
言
え
る
か
は

自
分
次
第
、
周
り
の
人
次
第
だ
と
思

い
ま
す
。
人
の
立
場
を
思
い
や
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
心
の
こ
も
っ
た
温
か

い
言
葉
を
使
い
続
け
る
こ
と
も
、
幸

せ
に
な
る
一
つ
の
要
因
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
広
瀬
さ
ん

の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講
演
に
聴
き

入
り
、
言
葉
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

て
い
ま
し
た
。

た
。
そ
の
後
、
団
員
を
代
表
し
て

佐
々
木
大
輔
君
（
荒
川
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
団
の
活

躍
を
力
強
く
宣
誓
し
、
団
員
た
ち
も

意
欲
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十
四
年
度
の
優
良
指

導
者
（
団
）
が
、
県
と
町
本
部
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。〈
敬
称
略
〉

◆
県
表
彰

伊
藤
昭
子
（
山
田
空
手

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
小
山
慶

一
（
荒
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

◆
町
本
部
表
彰

間
�
慶
子
（
山
田

北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）、
千
代
川
裕
一
（
山
田
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
豊
間
根
空

手
道
豊
志
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
健
全
で

た
く
ま
し
い
心
身
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
（
佐
々
木

良
一
本
部
長
）
の
結
団
式
が
六

月
七
日
、
町
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
二
十
四

団
体
、
五
百
五
十
二
人
が
登
録
。

式
で
は
、
参
加
し
た
団
員
五
百

三
人
が
団
ご
と
に
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
り
、
団
の
紹
介
や
今
年
の

活
動
の
抱
負
な
ど
を
述
べ
ま
し

ス
ポ
少
結
団
式
に
503
人

24
団
体
が
今
年
の
活
躍
誓
う

�言葉を生業�とした経験から、言葉の持つ魅
力・魔力などについて講演した広瀬久美子さん

“マナビィ”ネットワーク inやまだ特別講演会

参加者は言葉の大切
さを再認識しました

各団ごとにステージに上がり、
今年の活動の抱負を述べました
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◎硬式テニス教室
�日時　７月３日～31日の毎週木曜日（全５回）

午後７時～９時
�場所　町民総合運動公園テニス場（山谷）
�内容　ラケットの握り方や振り方、ゲームなど
�対象　高校生以上の町民20人
�参加料　１回の教室につき200円
�申込期限　７月２日
◎巡回ニュースポーツ教室
�日時　７月５日（土）午前９時半～11時半
�場所　山田南小学校体育館
�内容　ニュードッチ、縄跳び、シャフルボードなど
�持ち物　跳び縄、上履き
�対象　小学生以上の町民50人
�参加料　小・中学生100円、高校生以上200円
�申込期限　７月４日

鯨館で自然観察会を開催
鯨と海の科学館では、海の体験教室「自然観察会」

を開催します。親子などでご参加ください。
�日時　６月21日（土）午前９時～正午
�場所　鯨と海の科学館、家族旅行村樹木園
�対象　小学生とその保護者、一般町民
�内容　樹木観察をしながら採取した木の葉を使っ
ての押し葉作り
�持ち物　ビニール袋、筆記用具
�参加料　100円　
�定員　40人
�申込先・問い合わせ　６月19日までに鯨と海の科
学館（�84－3985）へどうぞ。

�出演者　テツ＆トモ、鉄拳、三拍子
�入場券《全席自由》
前売り券2,000円　当日券2,500円

※前売り券は７月１日（火）発売です。
�入場券取扱所　町中央公民館、役場各支所、菊
屋薬局（中央町）、マツモト、ハットリ、ホー
ムワンサトー、道の駅やまだ、おばら楽器（宮
古市）、マリンコープＤＯＲＡ（宮古市）、東海
印刷所（釜石市）
�問い合わせ　町中央公民館（�82－3212）へ。

郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぼ
う

町
教
育
委
員
会
で
は
、
歴
史
講

座
「
山
田
歴
史
探
究
倶
楽
部
」（
全

七
回
）
を
開
催
し
ま
す
。
本
町
の

縄
文
か
ら
中
世
ま
で
の
歴
史
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と

な
ど
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
と
内
容
　
六
月
二
十
五
日
…

講
座
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
講
話
「
少
し

ず
つ
見
え
て
き
た
山
田
の
古
代
〜

中
世
史
」

七
月
十
八
日
…
テ
ー

マ
「
食
」（
貝
塚
か
ら
分
か
る
豊

か
な
食
生
活
）

※
三
回
目
以
降
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▽
時
間
　
午
後
七
時
〜
八
時
半

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
対
象
　
一
般
町
民
十
五
人

▽
申
込
期
限
　
六
月
二
十
四
日
（
火
）

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育

委
員
会
文
化
係
（
�
八
二
―
三
一

一
一
内
線
六
二
四
）
へ
ど
う
ぞ
。
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8月31日（日）午後５時半開場午後６時開演

町中央公民館大ホール

スポーツ伝言板
申込先・問い合わせ
町教育委員会社会体育係�82－5505

講座�山田歴史探究倶
く

楽
ら

部
ぶ

�
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副葬品として埋納され
た鉄剣と土器（房の沢
古墳群から出土）


